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　1970 ～ 75 年には高年齢層の受
療率が急激に上昇し、頂点年齢層
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なっている。OECD でも 1980 年
代の終わり頃から、識字率の向上
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1991 年から 2000 年まで「脳の十
年」という政策を布いた。2000 年
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ル崩壊後には、躁状態を含む双極型など、うつ病類型が多様化し患者数も増えている。自殺者数は気分 ( 感情 ) 障害
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